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２月２２日（木）長野市「JA長野県ビル」において、長野地本「第 11回地方委員会」を開催し

ました。第 12回定期大会以降の運動の総括と、第 13回定期大会までの運動方針を参加者全員で確

認してきました。 

 

臼井委員長からは「長野支社において『不適切な事象』が多発している。

まだ表面化していないこともあるかもしれない。労働組合として冷静に対応

し、問題の解決に取り組んでいく」「2024春闘、賃金はたたかって勝ち取るも

の、統一行動・座談会で集まった声をもとに『要求実現』に向けてたたかいを

推し進めて行こう」と挨拶がありました。 

 

来賓の本部嶋田副委員長からは「会社の業績は通期の業績予想を『上方修

正』するなど好業績となっている。これは業務量の増加に対し、私たち一人

一人がそれに応えて奮闘してきた結果である。2024春闘は、労働側の団結の

強化で『要求実現』に向けて引き続きたたかいをつくり出していきましょう」

と挨拶がありました。 

 

質疑では、６名の委員から「青柳事故研修から現在の『安全』について感じること」「年末手当

のたたかいの成果と課題」「2024 春闘のたたかいについて」「会社に対する労働組合としてのチェ

ック機能の必要性」「統括センター発足に対する不安や会社対応への不満」など様々な発言があり

ました。 

発言された委員の皆さん⇒ 

  

 

議長の山崎さん大変お疲れ様でした。 
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